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全国被害者支援ネットワークとネットワークに加盟する
全国48の被害者支援センターは犯罪被害者等を支援す
る民間団体として、「犯罪被害者が、全国のどこにいても、
いつでも（24時間365日）、求める支援が受けられ、犯
罪被害者の声に応えられる活動」を目指しています。 各
被害者支援センターのご努力で目指す姿に一歩ずつ近づ
いて参りましたが、当面の最大の課題は、「いつでも求め
る支援が受けられる活動」を実現することです。現在、被
害者支援センターの多くは平日の、しかも昼間の支援活
動であり、夜間や休日の活動には至っておりませんが、各
被害者支援センターにとって相談時間を拡大することは人
的・経済的な課題から極めて困難な状況にあります。

そこで、各被害者支援センターが開設していない平日
の夜間と休日の電話相談に全国ネットワークが対応する

「犯罪被害者等電話サポートセンター」を運用することと
し、首都圏の被害者支援センターの支援を受けながら準
備を進め、平成30年4月1日に開設する運びとなりまし
た。このサポートセンターの活動は、全国の被害者支援
センターが活動困難な時間帯に後方から支援する活動で
あり、サポートセンターの運用が円滑に進めば、「いつで
も求める支援が受けられる活動」の実現に近づくことがで
きるものと考えています。

しかしながら、多くの課題もあります。まず、当サポー
トセンターの存在を犯罪被害者等に知っていただかなけ
ればなりません。 幸い平成29年7月よりＡＣジャパンの

支援団体として指定を受け、テレビ、新聞等を通じて全国
的な広報に支援をいただいており、平成30年度も継続
願える予定ですので、この広報を通じて一人でも多くの犯
罪被害者等に支援の声が届けられ、一人でも多くの被害
者等が当サポートセンターに相談されることを強く願って
います。また、当サポートセンターは今まで経験のない
試みであり、被害者の声にお応えしていくためには、相談
員の能力向上と相談員を支える仕組みが必須です。当サ
ポートセンターの電話相談活動に関する様々な準備をし
てきましたが、今後は電話相談の経験を積み重ね、生起
する課題を克服しつつ相談員の能力の向上に努めるとと
もに、相談体制を支える仕組みを構築していかなければ
なりません。また、当サポートセンターが受理した相談電
話の中で面接やカウンセリング、あるいは裁判所への付
き添い等の直接的支援が必要な電話相談については当該
被害者支援センターに繋いでいくことになりますので、全
国ネットワークと各被害者支援センターとの連携が強く求
められ、組織力の強化にも努めていかなければなりません。

平成30年は、全国被害者支援ネットワークが創立20
周年を迎えます。「犯罪被害者等電話サポートセンター」
の運営を20周年の主要事業として取り組み、 生起する
様々な課題を糧にして、今後の犯罪被害者支援の発展に
貢献して参りたいと決意しております。

今後の当サポートセンターの活動にご理解とご支援をよ
ろしくお願いいたしします。

公益社団法人全国被害者支援ネットワーク
理事長 ● 平井　紀夫
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